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【緒　言】補綴臨床においては審美性,生 体親和

性 および機能性 を兼ね揃 えた審美修復物の開発が

進められてい る。そうした状況において近年では,

ハ イブ リッ ドセ ラ ミックス製のCAD/CAM用 ブ

ロックが開発 された。

　 そこで強度に優れるジルコニアをフレームとし

て用い,そ の上か らハイブリッドセラミックスの

クラウンを合着することで審美性,強 度および機

能性 を揃えた修復物の開発を試みた。ジルコニア

のフレームとハ イブリッ ドセラミックスとの合着

に関しての研究 はまだ数少ない。本研究では,ジ

ルコニアとハ イブリッドセラミックスをレジンセ

メントで合着 したときの接着強 さについて,表 面

処理法の違いによる影響について検討 したので報

告する。

【方　法】試料 としてジルコニアのAadva　 Zrデ ィ

スク(GC)を,12×12×3mmに 加工 し焼成 した

ものを被着試料とした。被着面の処理 としてアル

ミナサ ンドブラス ト処理を行ったものを被着試料

Iと した。 さらに,ア ル ミナサン ドブラス ト処理

を行ったものに,シ ランカップ リング材を塗布 し

たものを試料 Ⅱとした。また,ア ル ミナサン ドブ

ラス ト処理 を行った後,ロ カテックシステムを用

いて10秒 間サ ン ドブラス トを行い,処 理面には

シランカップ リング材を塗布 したものを試料Ⅲと

した。ハ イブリッドセラミックスにはグラデ ィア

Rの ブロックを用いて直径6mm,厚 さ2mmの 円盤

状の試料 を作製 した。この試料をレジンセメン ト

であるリンクマックスにて合着 した後,剪 断接着

試験を行った。

【結果 と考察】剪断接着試験 の結果は,試 料Iの

平均 は3.5±0.99MPa,試 料 Ⅱの 平均 は10.8±

4.76MPa,試 料 Ⅲの平均は16.7±3.37MPaで あっ

た。試料 Ⅱは試料Iよ り有意 に大きな値 を示 し,

試料Ⅲは試料I,Ⅱ より有意 に大きな値 を示 した。

この結果からロカテ ックにより接着強度が向上 し

たと考 えられる。その理由については,ロ カテ ッ



クによりジルコニアの表面が改質 され シリケー ト

層が形成 されたことによると思われる。

【結　語】本研究により,ジ ル コニアフレームと

ハイブリッドセラミックスクラウンを合着 して使

用することは,臨 床において応用で きると示唆さ

れた。


